
第４節　訪宅実践

　訪宅実践は昭和５６年以来、先進地の徳島県阿南市の実践にならい行っている。一人ひとりの人権を考えるとともに、不合理な部落差別を一日も早くなくすることを目指して取り組んでいる。社会教育、行政、学校の関係者が２人で１組のペアを組み町内各家庭を訪問し、家族一人ひとりと本音で話し合うことによって、問題解決に向け、差別の実態や何をなすべきかを明らかにし、差別解消への輪を広げるために行っている。

　当初は中学２年生を持つ家庭７５戸を対象として開始され、昭和５７年は中学２年生から１年生の家庭という方法で年々、学年を繰り下げ、昭和６３年から現在まで幼稚園児の家庭を対象に実施している。併せて昭和６３年からは、人権を考える班別学習会も抱き合わせで実施し、より充実した同和教育の啓発活動となっている。


　訪宅実践を開始して１０年間、町内約８５０戸の家庭を訪問し、同和教育の普及を図ってきたが、子どものいない家庭への啓発をどうするかなど、今後に残された課題もある。

